
1 

 

 

「三重県ひきこもり支援推進計画」に基づく取組の進捗状況について 

 

 

「三重県ひきこもり支援推進計画」では、「３年後の目標（めざす姿）」をふまえ、計画全

体を包括する数値目標として「計画全体の目標」を設定するとともに、参考指標として「モ

ニタリング指標」を設定し、計画の的確な進行管理に努めることとしています。 

 

本計画に基づく６つの取組方向ごとの主な取組について、令和４年度の上半期の進捗状況

および今後の取組の方向性を以下のとおり整理しました。 

 

【取組方向１】情報発信・普及啓発 

（１）ひきこもりに関する正しい理解の促進 

〇「ひきこもり支援フォーラム」の開催（子ども・福祉部地域福祉課） 

（取組内容と上半期の進捗状況） 

   「三重県ひきこもり支援推進計画」の趣旨等を周知するとともに、ひきこもりに関す 

る正しい理解を促進するため、県民の皆さんを対象にした「ひきこもり支援フォーラム」 

を２回開催しました。（第 1回・４月 16 日、第 2回・８月 27 日） 

   

◇第１回 

・三重県総合文化センター（津市）で開催。 

・ひきこもり支援を考える三重県議会議員有志の会との共催。 

・参加者：382 人 

・講演：（テーマ）8050 問題～ひきこもり支援の豊中社協の現場から～ 

（講師）豊中市社会福祉協議会 勝部麗子氏 

・シンポジウム:（テーマ）ひきこもり支援推進の課題は何か？ 

（パネリスト）いなべ市ひきこもり支援センター瑠璃庵センター長 安藤哲也氏

名張市地域包括支援センター長 中野雅夫氏 

「つぅの会」不登校・ひきこもり親の会世話人 橋本 里美氏 

◇第２回 

・クラギ文化ホール（松阪市民文化会館）で開催。 

・三重県議会議員有志の会、松阪市、同市教育委員会との共催。 

・参加者：420 人 

・講演：（テーマ）ひきこもりの理解と望ましい支援のあり方について 

～ひきこもりを長期化させないために～ 

（講師）筑波大学医学医療系社会精神保健学部教授 齋藤環氏 
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・シンポジウム：（テーマ）子ども・若者のひきこもり支援について 

（パネリスト）ひきこもりピアサポーター 佐藤潤美氏 

松阪市健康福祉部健康福祉総務課 宇野希恵氏 

県教育委員会スクールソーシャルワーカー 野村真理子氏 

（今後の取組方向） 

県民を対象にしたフォーラムについては、継続して開催するとともに、地域の多様な

主体である民間事業者（経営者）や医療機関従事者等を対象にした啓発活動にも取り組

んでいく必要があります。 

 

（２）支援機関からの情報発信（情報を届けるアウトリーチ） 

〇「ひきこもり支援ハンドブック」の作成（子ども・福祉部地域福祉課） 

（取組内容と上半期の進捗状況） 

ひきこもりに関する正しい認識を広めるとともに、ひきこもり支援に役立つ情報  

（当事者や家族の経験談を含む）を発信するため、「ひきこもり支援ハンドブック」（紙面 

＋デジタル）を作成しています。 

  ひきこもり地域支援センター、市町、市町社会福祉協議会等の実務担当、家族会、ひ

きこもり経験者等で構成する「ひきこもり支援ハンドブック企画検討会」を設置し、ハ

ンドブックの基本的な考え方や原案について検討しました。（第１回：5 月 10 日、第 2

回：7月 25 日）また、ひきこもり経験者やその家族の経験談について、取材・調査等に

より、情報収集しています。 

 県民の皆さんが手にとって読んでいただける冊子となるよう、紙面の工夫や広報手法 

の検討を行っていく必要があります。 

（今後の取組方向） 

  第３回「ひきこもり支援ハンドブック企画検討会」を 11 月に開催し、「ひきこもり支 

援ハンドブック」について、12 月末を目途に完成する予定です。 

 

〇 ひきこもり当事者等向けＳＮＳ等を活用したきめ細かな情報発信 

（子ども・福祉部地域福祉課）   

（取組内容と上半期の進捗状況） 

ひきこもり当事者やその家族をはじめ、県民の皆さんが必要な情報を得られるよう、

ＳＮＳ等を活用した定期的な情報発信を行うための準備を進めています。 

また、心の葛藤、孤立、孤独、生きづらさなど「ひきこもり」に関連する用語検索を

すれば、相談支援機関の窓口案内と連動できる「検索連動型広告」を実施する準備も進

めています。 
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（今後の取組方向） 

   ＳＮＳ等を活用したきめ細かな情報発信および「検索連動型広告」について、10 月 

を目途に開始する予定です。 

 

〇 就職氷河期世代向けＳＮＳ等を活用したきめ細かな情報発信（雇用経済部雇用対策課） 

（取組内容と上半期の進捗状況） 

各種支援策の利用を促進することを目的として、ＳＮＳを活用し、就職氷河期世代支

援策に関するきめ細かな情報発信を行い、支援対象者やその家族に対する情報のアウト

リーチを図っています。 

・Twitter 投稿数 46 本  ・Facebook 投稿数８本 

・note 投稿数５本（うち支援機関等の利用促進を目的とした PR 漫画２本、 

エッセイ１本、特集記事２本）（８月末時点） 

（今後の取組方向） 

   今後とも継続して、ＳＮＳ等を活用したきめ細かな情報発信を行う予定です。 

 

【取組方向２】対象者の状況把握・早期対応 

（１）対象者への早期対応（潜在的な当事者へのアプローチも含む） 

 〇 圏域単位の相談支援体制の強化（子ども・福祉部地域福祉課） 

（取組内容と上半期の進捗状況） 

市町における相談支援体制の充実に向けて、３つの圏域（北勢、松阪多気・南勢志摩、

東紀州）ごとに支援機関相互のノウハウの共有や困難事案に関する事例検討を行う会議

として、市町、社会福祉協議会、地域包括支援センター等職員で構成する「ひきこもり

支援連携調整会議」（以下「圏域別連携調整会議」という。）を設置しました。 

◇第１回 

・北勢圏域：６月１日、参加者 45 名 

・松阪多気・南勢志摩圏域：５月 23 日、参加者 48 名 

・東紀州圏域：５月 31 日、参加者 21 名 

・前半）講演：（テーマ）基礎自治体におけるひきこもり支援策について 

～岡山県総社市における取組事例から～ 

（講師）ノートルダム清心女子大学人間生活学部 中井俊雄准教授 

   ・後半）参加者間での意見交換会 

（今後の取組方向） 

  第２回「圏域別連携調整会議」を 10 月に開催予定。 

  ・北勢：10 月 21 日 ・松阪多気・南勢志摩：10 月 5 日 ・東紀州：10 月 6 日 
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  第３回「圏域別連携調整会議」を令和５年２月に開催予定。 

 

〇 義務教育卒業後における途切れのない支援（教育委員会事務局生徒指導課） 

（取組内容と上半期の進捗状況） 

  スクールソーシャルワーカーが地域における不登校支援の中核となる教育支援セン

ターに関わり、関係機関とのつながりがなく、今後も社会的自立が難しいと思われる生

徒に対して、福祉等の関係機関と連携し、実情に応じた支援が届けられるよう、取り組

んでいます。 

  スクールソーシャルワーカーが各市町教育委員会や教育支援センターと連携し、生徒

の情報の共有や今後の支援について検討しています。 

しかしながら、学校とも福祉とも関わりが持てていない生徒に対して支援を行うにあ

たり、保護者の理解や協力を得るのに時間がかかるなど、支援が進まないケースがあり

ます。 

（今後の取組方向） 

  今後とも継続して、各市町教育委員会や教育支援センターとスクールソーシャルワー 

カーが連携し、社会との関わりが希薄な状態で義務教育を卒業する生徒を関係機関とつ 

なげていく予定です。 

 

〇 地域包括支援センター等への働きかけ（医療保健部長寿介護課） 

（取組内容と上半期の進捗状況） 

  地域包括支援センター等が高齢者への支援を行う中で、8050 問題にみられる潜在的

な当事者へのアプローチとして、生活上困難な状態に陥る前の早い段階で把握できるよ

うに、また適切な支援窓口につなげられるよう、地域包括支援センター等への働きかけ

を進めています。 

（今後の取組方向） 

 地域包括支援センター職員を対象にした課題別研修の一つとして、重層的な支援が必

要な対象者である「ひきこもり」について、他事業・関係機関との連携、支援手法等の

必要な知識を修得するための研修会を 10 月に開催する予定です。 

 

（２）適切なアセスメントの推進 

 〇「ひきこもり相談支援マニュアル」の改訂（三重県ひきこもり地域支援センター） 

 （取組内容と上半期の進捗状況） 

  相談支援者向けの「ひきこもり相談支援マニュアル」（平成 27 年３月）について、策

定以降の経験・実践、新たな課題等をふまえて、９月に第２版として改定しました。 
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多くの相談支援者が、本マニュアルを使用し、適切な支援方法について学ぶことで、 

相談支援者の資質向上をめざします。 

 ひきこもり支援に携わる支援者（初任者）を対象に、本マニュアルを使用した「ひき 

こもり支援者スキルアップ研修会」を９月２日に開催しました。 

（今後の取組方向） 

   第２回「ひきこもり支援者スキルアップ研修会」を 12 月に開催予定。 

 

（３）教育相談の実施 

 〇教育相談の実施（教育委員会事務局研修企画・支援課） 

（取組内容と上半期の進捗状況） 

   子どもたちの心の問題の解決に向け、幼児から高校生までの子ども、保護者、教職員

を対象に、臨床心理相談専門員（臨床心理士）を中心に専門的な教育相談を実施してい

ます。 

・教育相談件数：3,038 件（7月末現在） 

（今後の取組方向） 

   今後とも継続して専門的な教育相談を実施していく予定です。 

 

【取組方向３】家族支援 

（１）家族に寄り添った相談支援 

 〇 家族への専門相談、家族教室、家族のつどいの開催 

（三重県ひきこもり地域支援センター） 

（取組内容と上半期の進捗状況） 

① 家族への専門相談 

ひきこもりの相談において、適切なアセスメントを実施し、特に精神保健の観点か 

らの支援を行っています。また、多職種連携チームによる支援も開始しました。 

  ・電話相談支援 専門相談：毎週水曜 13 時～16 時、随時対応 

・対面型相談    来所相談（予約制）、精神科医師による面接相談（予約制） 

         多職種連携チームによる支援 

・専門相談件数（延べ）：144 件（電話・来所・訪問）（7月末現在） 

② ひきこもり支援ネットワーク会議 

県内４地域（北勢、中勢伊賀、南勢志摩、東紀州）において、家族支援をテーマと

したひきこもり支援ネットワーク会議を開催し、家族支援について、各機関からの報

告と意見交換を行っています。 
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・北勢：7月 29 日（参加者 12 名） ・南勢志摩：7月 7日（参加者 11 名） 

・東紀州：7月 12 日（参加者 7名） ・中勢伊賀：9月 30 日に開催予定。 

③ ひきこもり家族教室 

県内４地域において、ひきこもり家族教室を開催します。 

④ 家族のつどい 

家族同士の交流を中心にした「家族のつどい」を５月 19 日に開催しました。 

    ・参加者８名。 

（今後の取組方向） 

  今後とも継続して家族に寄り添った相談支援を行っていく予定です。 

   ③「ひきこもり家族教室」は、県内４地域において 10 月～11 月に開催予定。 

     ・東紀州：10 月 7 日  ・南勢志摩：10 月 13 日 

・北勢：10 月 20 日   ・中勢伊賀：11 月 15 日 

 

【取組方向４】当事者支援 

（１）当事者に寄り添った相談支援 

 〇 当事者への専門相談（三重県ひきこもり地域支援センター） 

（取組内容と上半期の進捗状況） 

      ひきこもりの相談において、適切なアセスメントを実施し、特に精神保健の観点から

の支援を行っています。また、多職種連携チームによる支援も開始しました。 

※取組実績は、「家族への専門相談」と同様。 

（今後の取組方向） 

   今後とも継続して当事者に寄り添った相談支援を行っていく予定です。 

 

〇 高校生対象の教育支援センター設置に向けた実証研究（教育委員会事務局生徒指導課） 

（取組内容と上半期の進捗状況） 

  県教育支援センターの設置に向けた実証研究を７月から開始し、高校段階で社会との

関わりが希薄な状態にある子どもたちに学習や自立支援、進路相談、体験活動等の機会

の提供を行い、自己肯定感を高めることで子どもたちが自らの進路を主体的に考えるこ

とができるように支援しています。 

   子どもたちの実情に応じて支援を行っていますが、意欲はあっても参加しにくい状況

の生徒もいるため、生徒の興味・関心やニーズを把握し、柔軟に対応していく必要があ

ります。 
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（今後の取組方向） 

   つながった子どもたちへの支援を継続するとともに、保護者に対する相談会を実施す 

る予定です。 

 

（２）アウトリーチ（訪問型）支援の充実 

  〇 多職種連携チームによる支援（三重県ひきこもり地域支援センター） 

（取組内容と上半期の進捗状況） 

三重県ひきこもり地域支援センターにおいて、医療・保健・心理等の多職種で構成さ

れる「三重県ひきこもり多職種連携チーム」を５月に設置し、特に高い専門性が求めら

れるひきこもり当事者等への支援を実施しています。 

また、支援対象者の選定や支援内容の検討等を行うために、ケース会議を月 1回開催

しています。 

・多職種連携チームによる支援件数 12 件（８月末現在） 

 ・ケース会議：5月 26 日、6月 30 日、7月 21 日、8月 25 日 

（今後の取組方向） 

   今後とも、定期的に開催するケース会議の中で対象者を協議・選定し、支援を実施し 

ていく予定です。 

 

〇 精神科病院におけるアウトリーチ支援（医療保健部健康推進課） 

（取組内容と上半期の進捗状況） 

  ３つの精神保健福祉圏域（鈴鹿・亀山、津、伊賀）において、精神科病院にアウトリ 

ーチチームを設置し、精神科医療を必要とするひきこもり当事者も含む在宅の精神障が 

い者を対象に、医療・保健・福祉サービスを包括的に提供するアウトリーチ支援を実施 

しています。 

 ・アウトリーチ支援件数：34 件（７月末現在） 

（今後の取組方向） 

   アウトリーチチームを設置する精神科病院が合同事例発表会等を開催し、さらなる支

援の強化を図っていく予定です。 

〇 三重県生活相談支援センターにおけるアウトリーチ支援（子ども・福祉部地域福祉課） 

（取組内容と上半期の進捗状況） 

   三重県生活相談支援センターにおいて、アウトリーチ支援員を６月に１名増員（２名

配置）し、当事者やその家族を対象に、伴走型支援によるアウトリーチを主体とした支

援を行っています。 
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   また、地域福祉課とアウトリーチ支援員との意見交換の場を設け、日頃の活動状況の

情報共有を行いました。引き続き、支援員のスキルアップ、町との緊密な連携等に取り

組んでいく必要があります。 

・支援件数：71 件（うち訪問 61 件、電話 10 件）（７月末現在） 

（今後の取組方向） 

 今後とも、アウトリーチ支援員による丁寧な伴走型支援を行っていく予定です。 

 

〇 教育支援センターを核とした不登校支援（教育委員会事務局生徒指導課） 

（取組内容と上半期の進捗状況） 

６つの地域の７つの教育支援センターに、スクールカウンセラーとスクールソーシャ

ルワーカーを重点的に配置し、地域における不登校支援の充実に努めています｡ 

不登校支援アドバイザー５名がそれぞれ複数の教育支援センターを訪問し､不登校児 

童生徒への支援についてアドバイスを行っています｡ 

不登校児童生徒の状況に応じて､不登校支援アドバイザーや重点配置しているスクー

ルカウンセラーとスクールソーシャルワーカーが訪問型支援を実施しています｡ 

（今後の取組方向） 

   今後とも、新たに不登校となった児童生徒への支援を早期に行うとともに、教育支援

センターへの通室を希望しない児童生徒に対して適切に支援していく予定です。 

 

【取組方向５】社会参加・活躍支援 

（１）社会との接点をもつ機会の提供 

〇 ひきこもり当事者の居場所づくり支援（子ども・福祉部地域福祉課） 

（取組内容と上半期の進捗状況） 

① 電子居場所の開設 

   当事者が社会とつながるきっかけとなるよう、市町等と連携し、既存のオンライン

会議アプリを利用した電子居場所の提供を行うため、先進自治体の取組事例を聴取調

査するなど、準備を進めています。 

② 広域的な居場所づくりの検討 

当事者が広域的に利用できる居場所づくりに向けた検討を行うため、３つの圏域

（北勢、松阪多気・南勢志摩、東紀州）ごとに、市町、社会福祉協議会、民間支援団体 

等で構成する「ひきこもり当事者の居場所づくり検討会議」（以下「圏域別検討会議」

という。）を設置しました。 
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 ◇第１回 

・北勢圏域：6月 1日（参加者 29 名） 

   ・松阪多気・南勢志摩圏域：5月 23 日（参加者 27 名） 

   ・東紀州圏域：5月 31 日（参加者 17 名） 

・前半）事例紹介：（テーマ）「伊賀市における居場所づくりの取組について」 

（講師）伊賀市社会福祉協議会 寺田浩和氏 

   ・後半）参加者間の情報交換会 

（今後の取組方向） 

① 電子居場所については、10 月を目途に開設予定。 

② 第２回「圏域別検討会議」については、10 月に開催予定。 

  ・北勢：10 月 21 日 ・松阪多気・南勢志摩：10 月 5 日 ・東紀州：10 月 6 日 

第３回「圏域別検討会議」については、令和５年２月に開催予定。 

 

〇 子どもの居場所づくり支援（子ども・福祉部子育て支援課） 

（取組内容と上半期の進捗状況） 

  子どもの居場所づくりが持続可能な取組となるように、運営上抱えている課題の解決

を支援しています。アンケート調査で寄せられた課題のうち、特に多かった人材育成に

ついて、研修事業やアドバイザー派遣等を行っています。 

  子どもの居場所アドバイザーの派遣やインターンシップ研修は、９月から開始予定。 

子どもの居場所向け補助金により、子ども食堂等の活動支援、学習支援、子ども向け

体験機会の提供活動支援を行っています。 

子どもの居場所を支える地域力強化のため、子どもの居場所運営者のニーズと地域資

源（企業、団体等）とのつながりの強化に取り組んでいます。 

（今後の取組方向） 

今後は、取組や実績、好事例等について、子どもの貧困対策推進会議や意見交換会で 

情報共有を行うとともに、市町における子どもの貧困対策の充実や子どもの居場所づく

り運営者間のネットワーク強化を図っていく予定です。 

 

〇 学校外での多様な学びの場の支援（教育委員会事務局生徒指導課） 

（取組内容と上半期の進捗状況） 

県教育委員会で把握している、不登校児童生徒を支援する民間施設（フリースクール

等）が実施する体験活動を支援しています。 

・支援件数：33 回（８月末現在） 

民間施設に通う不登校児童生徒の増加に伴い、体験活動の回数も増加していることか

ら、必要性が増しています。 
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（今後の取組方向） 

今後とも、民間施設が実施する体験活動について可能な限り支援していく予定。 

 

〇 オンラインを活用した不登校児童生徒の居場所づくり支援 

（教育委員会事務局生徒指導課） 

（取組内容と上半期の進捗状況） 

不登校の中高生等を対象に、生徒自らが他者や社会と繋がろうとするきっかけを得る

ことができるよう、適切な管理のもとで安全・安心に他者と交流できるオンラインを活

用した居場所を７月に開設しました。 

大学生が進行役となり、中高生等の興味・関心のあるテーマについて、参加者と大学

生が一緒に考えたり、チャットや音声で対話をします。また、大学生がクイズを出題し

て皆で答えを考えたり、大学生と参加者が一緒にゲーム等をします。 

（今後の取組方向） 

今後は、オンラインでの社会見学などを実施し、より参加しやすく外へ出るきっかけ

となることを増やしていく予定です。 

 

（２）段階的・継続的に社会参加・活躍できる環境づくり 

 〇 就労準備支援事業の活用促進（子ども・福祉部地域福祉課） 

（取組内容と上半期の進捗状況） 

  生活困窮者自立支援制度の就労準備支援事業について、三重県生活相談支援センター

が県福祉事務所と連携し、事業所の開拓等を進めるとともに、市町に対して積極的な事

業の活用等を働きかけています。 

  県福祉事務所長会議において、福祉事務所の実施体制を整え、利用実績のない事務所

も、受入先事業所の開拓等を積極的に行うように、協力依頼を行いました。 

（今後の取組方向） 

   今後とも継続して、市町や県福祉事務所に対し、受入先事業所の開拓や制度の活用を

積極的に働きかけていく予定です。 

 

 〇 障害福祉サービス等の利用による支援の促進（子ども・福祉部障がい福祉課） 

（取組内容と上半期の進捗状況） 

  市町職員や市町の委託等により運営する相談支援事業所等の職員に対し、各種研修の

機会を通じて、ひきこもり当事者を含め、発達障がいや精神障がいのある人に対し、そ

れぞれの事情に応じ、障害福祉サービス等の利用など、支援につながるよう助言等を行

っています。 
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（今後の取組方向） 

   今後とも継続して関係職員等に対して働きかけていく予定です。 

 

〇 農福連携による農業への就労促進（農林水産部担い手支援課） 

（取組内容と上半期の進捗状況） 

  ひきこもり当事者を含む、生きづらさや働きづらさを感じている若者等の社会的自立

を支援するため、農業の多様な作業内容を生かしたインターンシップに取り組んでいま

す。 

若者等を対象としたインターンシップの受入先として農業者を募集・リスト化し、就

労体験を実施する中で、農業者の募集や支援機関との情報共有の方法や、若者等や家族

の方への情報発信やアプローチ方法等について調査・検証しています。 

（今後の取組方向） 

   今後とも継続して、若者等を対象としたインターンシップについて、受入先としての

農業者を募集・リスト化していく予定です。 

 

〇 ＩＣＴを活用した多様な職業機会の提供（雇用経済部雇用対策課） 

（取組内容と上半期の進捗状況） 

  ひきこもり当事者を含む、就労を希望する障がい者が、希望や特性、体力等に応じて

働き続けるため、障がい者が今ある働き方に合わせるだけでなく、多様な選択肢の中か

ら自らに適した働き方を選択できるよう、ＩＣＴを活用した在宅ワークや柔軟な勤務形

態などの環境整備を促進しています。 

  特別支援学校、就労支援事業所、ひきこもり支援団体に参加を呼びかけ、ステップア

ップカフェ「だいだい食堂」に設置した分身ロボットＯｒｉＨｉｍｅを活用したテレワ

ーク就労体験（接客業）を実施しています。 

（今後の取組方向） 

   今後とも継続して、ＩＣＴを活用した在宅ワークや柔軟な勤務形態などの環境整備を

促進していく予定です。 

 

〇 就職氷河期世代を対象にした就労支援（雇用経済部雇用対策課） 

（取組内容と上半期の進捗状況） 

  さまざまな関係機関で構成される「みえ就職氷河期世代活躍支援プラットフォーム」

において、就職氷河期世代の活躍支援策の進捗管理等を統括し、継続的な取組を推進し

ています。（８月 24 日開催） 

  おしごと広場みえには、就職氷河期世代専門相談窓口「マイチャレ三重」を設置し、

ひきこもり経験者を含む就職氷河期世代の方を対象に、相談から就職まで切れ目ない支
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援を行っています。 

  「マイチャレ三重」では、各種相談やキャリアカウンセリング、就労体験等の受入先

となる県内事業所の開拓等を行うとともに、雇用・福祉・医療等の支援機関と連携しな

がら、就職や社会参加に向けて切れ目ない支援を提供しました。 

  ・マイチャレ三重相談件数：94 件（７月末現在） 

・開拓事業所数：９事業所（７月末現在） 

・就職者数：３人（７月末現在） 

・合同企業説明会の開催：令和４年８月５、６日 

（今後の取組方向） 

   今後とも継続して、事業所向けセミナーや合同企業説明会を開催するとともに、引き

続き相談窓口で支援等を行っていく予定です。 

 

〇 地域若者サポートステーション等と連携した就労支援（雇用経済部雇用対策課） 

（取組内容と上半期の進捗状況） 

① 「地域若者サポートステーション」の取組 

    ひきこもり経験者を含む若年無業者の職業的自立を図るため、各地域若者サポー

トステーション（４か所）と連携し、就労体験や各種セミナーの開催等に取り組ん

でいます。 

    ア）就労前スキルアップ訓練 

       就労など自立に課題を抱える若年無業者に対して、地域の企業等で就業するた 

めに必要な知識や技術を取得させるために、パソコン講座や就労に向けたスキル

アップのための訓練等を行っています。 

     ・参加者延人数：127 名（7月末現在） 

イ）就労体験等 

          ＮＰＯ法人や事業所におけるジョブトレーニングを体験できる機会を提供す 

る他、社会参加への一環として、イベント等への社会体験（ボランティア体験）

を実施しています。 

・参加者延人数：95 名（7月末現在） 

ウ）常設型施設体験就労 

       運営団体自らが運営管理する施設を利用して、基本的な社会生活やスキルを身

につける就労体験（喫茶、製菓及び農業）を実施しています。 

     ・参加者延人数：180 名（7月末現在） 

エ）就職氷河期世代向け就労支援事業 

就職氷河期世代向けに、職業スキル向上を図るとともに、就労に向けて成功体

験を重ねていくための就労体験や社会体験等を実施しています。 

     ・参加者延人数：46 名（7月末現在） 
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② 「おしごと広場みえ」の取組 

    「おしごと広場みえ」を拠点に、若年者向けの雇用情報の提供、職業相談、キャリ

アカウンセリング、セミナー、企業情報収集等、総合的な就職支援サービスを提供し

ています。 

・若者と企業との交流イベントの開催 

・県内外の大学訪問による県内の就職情報の発信及び情報収集 

・企業向け人財確保セミナー 他 

（今後の取組方向） 

   今後とも継続して、地域若者サポートステーション等と連携して、ひきこもり経験者

を含む若年無業者等の就労支援を行っていく予定です。 

 

〇 夜間学級体験教室「まなみえ」における支援（教育委員会事務局小中学校教育課） 

（取組内容と上半期の進捗状況） 

不登校等のため小・中学校に十分通えなかった方に対し、夜間学級体験教室「まなみ

え」において、学習面に関する支援を行っています。 

   ・期間：４月 25 日～７月７日 ・場所：津会場と四日市会場の２か所 

・実施回数：全 30 回 

・８人（うち不登校経験者５人）の受講生が継続的に参加。 

（今後の取組方向） 

   ９月６日から 10 月 24 日までの期間に、２会場で、夜間学級体験教室「まなみえ」 

を２学期として、全 20 回実施する予定。 

 

【取組方向６】多様な担い手の育成・確保 

（１）相談員・支援員の育成・確保 

 〇 ひきこもり支援者の育成支援（三重県ひきこもり地域支援センター） 

（取組内容と上半期の進捗状況） 

三重県ひきこもり地域支援センターにおいて、教育・保健・福祉・医療・雇用等のさ

まざまな分野でひきこもり支援に関わる方を対象にした「ひきこもり支援者スキルアッ

プ研修」を実施しています。 

支援者（初任者）を対象に、「ひきこもり支援者スキルアップ研修会」を９月２日に開

催しました。 

支援機関への技術支援として、市町における研修会の講師依頼への対応等に取り組み

ました。 

 



14 

 

（今後の取組方向） 

   第２回「ひきこもり支援者スキルアップ研修会」を 12 月に開催予定。 

多職種連携チームにより、ひきこもり支援者を対象に、「かかわり方の基本的考え方

とコミュニケーション技術」をテーマに、医療的な支援の向上を図る研修会を令和５年

２月に開催予定。 

 

〇「相談支援包括化推進員」の育成支援（子ども・福祉部地域福祉課） 

（取組内容と上半期の進捗状況） 

市町における包括的な支援体制の整備に向けて必要な人材である「相談支援包括化推 

進員」の養成研修を行っています。 

   県社会福祉協議会に委託し、市町、市町社会福祉協議会、地域包括支援センター職員

等を対象に、「相談支援包括化推進員養成研修」を９月から開催します。 

（今後の取組方向） 

   「相談支援包括化推進員養成研修」について、連続講座を９回、地域別・テーマ別会 

議を６回、それぞれ開催する予定。 

 

（２）ひきこもりサポーターの養成・派遣 

〇「ひきこもりサポーター制度」の検討 

（子ども・福祉部地域福祉課、医療保健部健康推進課、三重県ひきこもり地域支援セン 

ター） 

（取組内容と上半期の進捗状況） 

当事者やその家族をはじめ、ひきこもり支援に興味・関心のある県民の方が、支援活

動に参画していただけるよう、「ひきこもりサポーター制度」の創設に向けて、他県の

先進事例の調査など、検討を進めています。 

（今後の取組方向） 

   今後とも、実効性のある制度を創設できるよう、検討を進めていく予定です。 

 

（３）不登校児童生徒等を支援する人材の育成支援 

〇 教育支援センター指導員の育成研修（教育委員会事務局研修企画・支援課） 

（取組内容と上半期の進捗状況） 

不登校児童生徒やその保護者への適切な支援を行うため、教育支援センターの指導

員を対象に、事例検討等を中心とした実践的な資質向上を図る「教育支援センター育成

研修」を実施しています。（年間６回予定） 
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・１回目 ５月 11 日「教育支援センター担当者の基礎」・・活用度 89％ 

・２回目 ６月 23 日「ロールプレイング」・・・・・・・・活用度 75％ 

・３回目 ７月 21 日「事例検討会①」・・・・・・・・・・活用度 75％  

・４回目 ８月 29 日「不登校の理解と支援」 

（今後の取組方向） 

   引き続き、「教育支援センター育成研修」を開催予定。 

・５回目 10 月 19 日「グループでの事例検討」 

・６回目 １月 25 日「事例検討会②」 


